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国際宇宙ステーションGLIMSミッションにより観測された雷発光とホイスラを用
いた電離層F層の電子密度推定
Estimating ionospheric property by using simultaneous observations of lightning and
whistlers from ISS GLIMS mission
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雷放電における空電のうち電離層を透過し、磁気圏で観測されたものをホイスラという。ホイスラとなる空電は、分
散性媒質である電離層プラズマを透過することにより、周波数によって異なる群遅延が生じる。本研究では、国際宇宙
ステーション搭載の GLIMS (Global Lightning and SprIte MeasurementS)ミッションによる光学観測と電磁波観測により
得られたホイスラより導出した群遅延を用いた解析と電磁波観測で得られたホイスラのみを用いたホイスラの分散性を
用いた解析の 2通りの方法より、電離層 F層の最大電子密度の推定を行う。その結果、分散が小さいホイスラに関して
は、上記 2通りの方法および IRI においてよい一致が見られた。この方法は、洋上を含む世界中の雷活動領域上空での
電離層 F層の電子密度を導出するのに有用であると考えられる。
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